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寝
屋
川
市
役
所
蔵
本

「
河
内
国
交
野
郡
寝
屋
長
者
鉢
記
」
構
想
論

ー

御
伽
草

子

「
鉢
か
づ
き
」
と
の
異
同
を
中
心
と
し

て

1

(
一
)

御
伽
草
子

「
鉢
か
づ
き
」
の
諸
本
に

つ
い
て
は
、
近
年
、
松
本
隆
信
氏
の
調
査

　
ご

が
最
も
詳
細
を
き
わ
め
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
天
野
信
景
が
、
御
伽
草
子

「
鉢

　

　

一
か
づ
き
」
を
河
内
国
寝
屋
村
の
長
者
伝
説

で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

松
本
氏
は

「
こ
の
伝
説
の
内
容

が
全
く
分
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
が

『鉢
か
づ
き
の

草
子
」
の
原
拠
と
は
速
断

で
き
な
い
。」

と
述
べ
ら
れ
、
む
し
ろ
、

逆
に
、

御
伽

草
子

「鉢
か
づ
き
」
と
い
う
文
献
の
影
響

に
よ
る
伝
説
化
と
し
て
捉
え
て
お
ら
れ

　
　こ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
寝
屋
村
の
長
者
伝
説
の
内
容
に
つ

　
　
　

い
て
は
、
そ
の
後
、
日
本
古
典
文
学
全
集

「
御
伽
草
子
集
」
所
収

「
鉢
か
づ
き
」

の
口目
頭
の
頭
注
に
、

僅
か
な
が
ら
、

「
北
河
内
郡
史
蹟
史
話
」

に
見

え
る
、

き

　
な
　

わ
め
て
簡
単
な
要
旨
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
す
で
に
昭
和
四
十

一
年
十

一
月
刊
行
の

「
寝
屋
川
市
誌
」
の
中
に
、
そ
の
伝
説
を
根
幹
と
し
て
作
出
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ

　　

　

る
文
献
、

寝
屋
川
市
役
所
蔵
本

「
河
内
国
交
野
郡
寝
屋
長
者
鉢
記
」

の
全
文

が

　を

　

「
寝
屋
長
者
鉢
か
づ
き
」
の
題
名
で
活
字
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
全
然
触
れ

　　

　

ら
れ
て
い
な
い
。
私
は
昨
年
、
右
の
寝
屋
川
市
役
所
蔵
本
の
形
態
を
略
述
し
、
民

間
伝
承
と
し
て
の
寝
屋
長
者
伝
説
こ
そ
御
伽
草
子

「
鉢
か
づ
き
」
の
原
拠
と
見
る

　
ハ
　

べ
き

こ

と
、

お

よ

び

、
鉢

か

づ

き

姫

の
変

装

趣

向

に

つ
い

て
、

か

な

り

大

胆

な

試

条
鈴

木

　
　
　

　

論

を

公

表

し

た

が

、
今

回

は

市

役

所

本

の
構

想

に

つ
き

、

　
ニ

　

と

の
異

同

を
中

心

と

し

て
考

察

し

よ

う

と

思

う

。

(
二

)

弘

道

御
伽
草
子
「
鉢
か
づ
き
」

市
役
所
本
の
第

一
冊
目
よ
り
第
七
冊
目
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
巻

一
よ
り
巻
七
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。
巻

一
は
、
外
題
と
し
て

「
河
内
国
交
野
郡
寝
屋
長
者
鉢
記

壱
」
と
あ
り
、
冒
頭
に
は
、
弘
安
二
年
の
こ
ろ
に

「
寝
屋
村
長
者
備
中
守
藤
原
実

高
」
が
住
ん
で
い
た
こ
と
、
「
今
も
寝
屋
村
中
ほ
ど
に
蓮
池
あ
り
、

こ
こ
門
口
と

い
う
。
長
者
所
持
の
観
音
、

地
蔵
尊
二
体
西
蓮
寺
に
あ
」
(八
三
八
頁
)

る
こ
と

が
略
記
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
以
下
は
、
「
寝
屋
長
者
鉢
か
づ
き
記
序
」
(八
三
八
頁
)

　
　
ニ
　

と
い
う
標
題
の
も
と
に
、
次
の
ご
と
き
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ω

弘
安
二
年
、
河
内
国
交
野
郡
に
住
む
備
中
守
藤
原
実
高
の
大
長
者
ぶ
り

は
、
天
竺
の
月
蓋
長
者
に
並
び
称
せ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。

②

実
高
の
奥
方
は
、
津
の
国
鳴
海
の
里
に
住
む
芦
屋
長
者
と
呼
ば
れ
た
芦

屋
長
太
夫
の
息
女
で
照
見
と
言
い
、十
六
歳
の
時
、実
高
に
嫁
い
で
来
た
。

諸
芸
に
秀
で
た
美
女
で
あ

っ
た
が
、
子
供
の
生
ま
れ
な
い
の
が
唯

一
の
悩

み
で
あ

っ
た
。

㈹

実
高
夫
婦
は
子
供
が
授
か
る
よ
う
に
、
初
瀬
寺
観
音
に
祈
願
し
て
い
る
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要紀学大良奈

と
、
あ
る
夜
、

観
音
の
、
「
一
女

を
授
け
る
が
、

十
四
歳
に
な
れ
ば
こ
の

鉄
鉢
を
そ
の
娘
の
頭
に
着
せ
よ
」
と
い
う
夢
告
が
あ
る
。

鰯

照
見
は
、
初
瀬
姫
を
出
産
す
る
。
姫
は
美
し
い
賢
女
と
し
て
育

つ
。

㈲

芦
屋
長
者
の
家
の
内
状
は
、
複
雑
で
、
長
太
夫
の
甥
に
あ
た
る
鳴
海
太

郎
が
悪
事

に
耽

っ
た
た
め
、
長
者
は
十
代
と
続
か
な
か

っ
た
。
事
情
を
聞

い
た
実
高
夫
婦
も
悲
嘆
に
暮
れ
、
照
見
は

一
時
、
気
絶
す
る
。

巻
二
の
外
題
は

「交
野
郡
寝
屋
長
者
鉢
記

二
」
、

内
題
は

「芦
屋
長
者
欠
所

物
の
事

並

二
長
太
夫
親
子
病
死
照
見
病
発
の
事
」
(八
四
三
頁
)
と
あ
る
。そ
の

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
巻
三
以
下
に
つ
い
て
は
、
外
題

・
内
題
を
示

し
、
そ
の
次
に
、
通
し
番
号
を
も

っ
て
、
内
容
を
箇
条
書
き
に
整
理
し
て
お
く
。

㈲

「
津
の
国
芦
屋
長
者
欠
所
品
々
左
の
通
り
」
と
し
て
財
産
の
記
録
が
あ

る
。

㎝

芦
屋
長
κ
は
死
亡
す
る
。

㈹

照
見
が
発
病
し
た
の
で
、
初
瀬
姫
は

一
心
に
介
抱
す
る
。
姫
は
、
母
照

見
の
病
気
全
快
祈
願
の
た
め
初
瀬
寺

へ
参
詣
し
た
が
、
あ
る
夜
、
照
見
の

近
く
往
生
せ
ん
こ
と
を
観
音
の
夢
告
に
よ

っ
て
知
り
、
甚
だ
し
く
悲
嘆
す

る
。

働

照
見
は
臨
終
に
際
し
、
初
瀬
姫
を
呼
ん
で
、
鉢
を
姫
の
頭
に
着
せ
、
辞

世
の
歌

一
首
を
詠
じ
て
往
生
す
る
。

㈹

浅
路
と
い
う
女
性
が
実
高
の
後
妻
と
し
て
嫁
い
で
来
た
が
、
性
格

.
行

状
な
ど
は
き
わ
め
て
不
良
で
あ

っ
た
。

⑳

後
妻
浅
路
を
中
心
と
す
る
、
木
津
渡
し
場
の
奇
怪
な
騒
動
が
起
る
。

巻
三
の
外
題
は

「
交
野
郡
寝
屋
長
者
鉢
記

三
」
、

内
題
は

「
寝
屋
長
者
夫
木

津
難
渋
の
事

鉢
か
ず
き
姫
追
い
出
さ
れ
、
か
ん
難
の
事
」
(八
五

一
頁
)
。

働

実
高
は
、
木
津
渡
し
場
の
騒
動

に
つ
き
、
地
頭
な
ど
に
届
け
た
が
、
そ

の
後
、
実
高
の
家
に
し
ば
し
ば
怪
異
な
事
件
が
起
る
。

㈲

初
瀬
姫
は
、
木
津
の
事
件
や
怪
異
な
事
件
に
つ
い
て
朝
夕
嘆
く
が
、
浅

路
は
実
娘
の
お
賢
を
か
わ
い
が

っ
て
、
初
瀬
姫
を
か
た
わ
者
と
し
て
憎
み

嫌
う
。

個

初
瀬
姫
は
、
亡
き
実
母
照
見
の
三
回
忌
に
、
法
事

・
墓
参
な
ど
を
し
て
、

わ
が
身
も
早
く
往
生
し
た
い
と
祈
願
す
る
。

㈲

浅
路
は
、
初
瀬
姫
を
実
高
に
議
言
し
た
た
め
、
姫
は
家
か
ら
追
い
出
さ

れ
る
破
目
に
陥
る
。

㈹

打
上
村
四
辻
ま
で
連
れ
出
さ
れ
た
後
、

一
人
に
な

っ
た
初
瀬
姫
は
、
八

幡
に
至

っ
て
淀
川
に
投
身
す
る
が
、
す
ぐ
に
救
助
さ
れ
て
、
淀
の
付
近
を

再
び
あ
て
も
な
く
彷
律
す
る
。

㎝

山
蔭
三
位
中
将
は
、
石
清
水
八
幡
宮
参
詣
の
帰
途
、
初
瀬
姫
に
出
逢
い
、

姫
を
伴
な

っ
て
帰
館
す
る
。

巻
四
の
外
題
は

「河
内
交
野
郡
寝
屋
長
者
鉢
記

四
」
、
内
題
は

「首
無

し

地

蔵
尊
由
来
の
事

並

二
乳
母
お
こ
ん
ど
の
屋
敷
の
記
」
(八
五
七
頁
)
。

⑬

浅
路
は
、
弟
作
兵
衛
と
手
代
権
九
郎
に
命
じ
て
、
初
瀬
姫
を
殺
さ
せ
る
。

権
九
郎
は
、
持

っ
て
い
た
姫
の
首
が
不
思
議
に
も
重
く
な

っ
た
の
で
、
そ

れ
を
淀
川
に
遺
棄
し
て
東

へ
逃
亡
す
る
。
後
に
、
そ
の
首
が
、
照
見

.
初

瀬
姫
の
信
仰
し
て
い
た
地
蔵
尊
の
首
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

囎

融
騙
鍛

纏
讐

較

禧
欝

る
淫
婦
●好
婦
で
あ

っ
た
。

⑳

初
瀬
姫
の
乳
母
お
こ
ん
は
、
姫
の
家
出
し
た
時
は
病
臥
中
で
あ

っ
た
た

め
、
姫
を
救
出
す
る
こ
と
も
で
き
な
か

っ
た
が
、
亡
き
照
見
の
夢
告
に
よ

り
、
姫
の
無
事
を
知

っ
て
安
堵
す
る
。
後
年
、
お
こ
ん
は
長
者
と
な

っ
た
。

巻
五
の
外
題
は

「
か
た
の
郡
ね
や
長
者
鉢
記

五
」、

内
題
は

「初
瀬
姫
湯
殿

番
と
成
り
上
る
を

宰
相
殿
に
は
和
歌
の
事
」
(八
六
三
頁
)
。
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⑳

初
瀬
姫
は
、
山
蔭
三
位
中
将
邸

の
湯
殿
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
辛
苦
に
堪

え
つ
つ
そ
の
仕
事
に
励
む
。

㈱

山
蔭
三
位
中
将
の
四
男

宰
相

は
初
瀬
姫
と
相
思
相
愛
の
間
柄
と
な
り
、

姫
は
初
め
て
自
分
の
素
姓
を
宰
相

に
明
か
し
、
共

々
に
歌
を
詠
み
交
わ
し

て
契
を
結
ぶ
。

⑳

宰
相
の
母
君
は
、
宰
相
が
初
瀬
姫
と
夫
婦
の
契
を
結
ん
だ
こ
と
を
快
か

ら
ず
思
い
、
宰
相
の
兄
嫁
三
人
と
初
瀬
姫
と
の
嫁
く
ら
べ
を
し
て
、
二
人

の
仲
を
割
こ
う
と
た
く
ら
む
。

巻
六
の
外
題
は

「交
野
郡
寝
屋
長
者
鉢
記

六
」
、

内
題
は

「
か

つ
き
し
鉢

自

ら
消
滅
す
る
事

並
び
嫁
く
ら
べ
勝
劣

の
事
」
(八
六
九
頁
)
。

㈲

宰
相
と
初
瀬
姫
と
は
、
思
い
あ
ま

っ
て
共
に
家
を
出
て
行
こ
う
と
す
る

が
、
そ
の
時
、
不
思
議
に
も
姫

の
頭
の
鉢
が
ば

っ
た
り
と
落
ち
る
。

㈱

鉢
か
ら
立
派
な
衣
類
や
種
々
の
宝
物
が
出
る
と
、
鉢
は
紙
の
よ
う
に
南

の
空

へ
舞
上

っ
て
消
え
て
し
ま
う
。

⑳

嫁
く
ら
べ
が
予
定
通
り
行
わ
れ

た
が
、
初
瀬
姫
の
容
姿
は
き
わ
め
て
美

し
く
、
天
女

の
ご
と
く
で
あ

っ
た
。

⑱

初
瀬
姫
は
、
ま
た
、
管
弦

・
和
歌

・
書
道
な
ど
い
ず
れ
の
才
能
も
兄
嫁

た
ち
よ
り
も
優
れ
て
い
た
。
以
上

の
嫁
く
ら
べ
の
結
果
、
山
蔭
三
位
中
将

は
姫
を
正
式
に
宰
相
の
嫁
と
し

て
認
め
、
宰
相
を
家
督
相
続
さ
せ
た
い
と

思
う
。

巻
七
の
外
題
は

「
交
野
郡
寝
屋
長
者
鉢

記

大
尾
」
、
内
題
は

「
宰
相
殿
家
督

相
続
の
事

並
び
に
初
瀬
姫
実
父
実
高
御
対
面
の
事

継
母
浅
路
成
り

行
き

の

事
」
(八
七
五
頁
)。
た
だ
し
、
こ
の
内

題
の
第
二

・
第
三
は
次
の
内
容
か
ら
見
て
、

順
序
が
逆
に
な

っ
て
い
る
。

⑳

宰
相
は
家
督
相
続
し
、
北
の
方
と
な

っ
た
初
瀬
姫
と
共
に
竹
の
御
所

に

住
む
。

60

寝
屋
長
者
と
呼
ば
れ
た
実
高
は
、
そ
の
後
、
浅
路
の
妊
悪
な
た
め
に
家

運
は
傾
い
て
、
実
高
は
修
行
者
と
な
り
、
浅
路
も
ま
た
路
頭
に
迷
う
身
と

な
る
。

⑳

初
瀬
姫
は
、
亡
母
照
見
の
追
善
供
養
を
す
る
た
め
、
長
谷
寺
に
参
籠
す

る
。

62

実
高
は
、
か

つ
て
初
瀬
姫
を
家
か
ら
追
い
出
し
た
こ
と
を
後
悔
し
、
罪

障
消
滅
の
た
め
に
霊
社
仏
閣
を
拝
し
、
最
後
に
、
長
谷
寺
そ
の
他
大
和
の

名
所
霊
仏
の
参
詣
を
志
す
。

63

実
高
は
長
谷
寺
で
初
瀬
姫
と
め
ぐ
り
合
う
。

(
三
)

右
に
整
理
し
た
市
役
所
本
の
内
容
の

ω
よ
り
鮒
ま
で
と
、

御
伽
草
f

「
鉢

か

(
一
三
)

づ
き
」
の
内
容
と
を
比
較
し
、
両
者
の
主
な
異
同
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

全
集
本
は
、
市
役
所
本
の
巻

一

「
寝
屋
長
者
鉢
か
づ
き
記
序
」
以
前
に
あ
る
冒

頭
文
に
相
当
す
る
記
事
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
最
初
か
ら
そ
の

「
寝
屋
長
者
鉢
か
づ

き
記
序
」
に
対
す
る
文
が
見
え
て
い
る
。
そ
の
ω
に
つ
い
て
は
、
全
集
本
と
大
要

は
同

一
で
あ
る
が
、
全
集
本
は
市
役
所
本
の

「
弘
安
二
年
」
「藤
原
実
高
」
を
そ
れ

ぞ
れ
単
に

「
中
昔
」
「
さ
ね
た
か
」

と
し
、

市
役
所
本
に
あ
る

「
天
竺
の
月
蓋
長

者
」
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
長
者
ぶ
り
も
き
わ
め
て
簡
単
に
し
か
説
明

が
な
い
。
②
の

「
照
見
」
に
つ
い
て
は
、
僅
か
に
全
集
本
に
は

「北
の
御
方
」
が

風
流
な
生
活
を
営
む
こ
と
、
お
よ
び
子
供
の
な
い
こ
と
を
述

べ
る
の
み
で
「
照
見
」

の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
㈹
に
お
け
る
観
音
の
夢
告

に
つ
い
て
は
、
全
集
本
に

は

「
い
か
な
る
こ
と
に
や
、
姫
君

一
人
ま
う
け
給
ひ
て
、」
(七
六
頁
)
と
あ
る
に

す
ぎ
な
い
が
、
御
巫
本

に
は
、
長
谷
観
音
の
申
し
子
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
全
集
本
で
は
、
姫
に
鉄
鉢
を
着
せ
る
時
の
年
齢
が

「
十
四
歳
」

で
な
く

「
十
三
歳
」
で
あ
る
。
傾
は
、
全
集
本
と
同

一
内
容
で
あ
る
が
、
全
集
本
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は
、
働
の
よ
う
な
固
有
名
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
⑤
と
巻
二
の
㈲
㎝
㈹
は
、

全
集
本
に
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
市
役
所
本
独
特
の
記
事

で
あ
る
。
働
は
全
集
本
と

同

一
内
容
で
あ
る
が
、
全
集
本
は
、
ゆ
と
同
じ
く
固
有
名
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
な

…
い
。
㎝
に
つ
い
て
は
、
全
集
本
に
、
実
高

の
後
妻
が
嫁
い
で
来
た
こ
と
と
、
そ
の

奮

が
姫
を
憎
む
こ
と
と
を
記
す
が
、
「
露

」
の
名
は
な
文

ま
た
、

そ
の
性

一
格

・
行

状

の
不

良

な

こ

と

に
関

す

る
具

体

的

記

事

も

な

い
。

そ
し

て
、

す

ぐ
、

㈹

…
に
あ

る

「
実

娘

を

か

わ

い

が
り

、
姫

を

か

た

わ

者

と

し

て
憎

み

嫌

う

こ

と

」

に
触

…
れ

る

。

し

た

が

っ
て
、

⑳

と
巻

三

の

働

に
該

当

す

る

記

事

は

見

え

な

い
。

な

お

、

「

「
実

娘

の
お

賢

」

の
名

は

記

さ

れ

て
い

な

い

。

個

に

つ

い

て
は

、

全

集

本

も

大

体

　
…
同

様

で
あ

る

が
、

照

見

の

「
三

回

忌

」

と

い
う

時

期

や

「
法

事

」

の

こ

と

は
明

記

…
さ

れ
な

い
。

鋤

は

、

固

有

名

詞

を

除

く

と

、

全

集

本

も

全

く

異

同

は

な

い
。

㈹

に

一
つ
い

て
は

、

全

集

本

も

大

差

は

な

い

が

、

「
打

上

村

四

辻

」

(
八

五

八
頁

)

や

「
打

.
上

坂

」

(
八

五

八

頁

)

は

、

全

集

本

に
普

通
名

詞

「
四

辻

」

(八

一
頁

)

を

用

い

、

…
「
淀
川
」
(八
五
八
頁
)
は
単
に

芙

き
な
る
川
L
(八

責

)
と
あ
る
に
す
ぎ
な

一

一
い
。

㎜

に
至

っ
て

、
初

め

て
山

蔭

三
位

中

将

が
登

場

す

る

が
、

姫

と

の
出

逢

い

は

、

一
市

役

所

本

に
、

中

将

の

石
清

水

八

幡

宮

参

詣

の
帰

途

と

あ

る

に
対

し

、

全

集

本

は

…

「
縁

行

道

し

て
、

四
方

の
梢

を

な

が

め

つ

つ
、

霞

に
遠

里

の
、

賎

が
蚊

遣

火

、

さ

…
し

も

草

、

そ

こ

ひ

に
く

ゆ

る

う

す

煙

、

上

の
空

に

て
た

ち

な

び

き

、

お

も

し

ろ
か

り

け

る
夕

暮

は

、

恋

す

る

人

に
見

せ
ば

や
と

、

な

が

め

出

し

て

立

ち

給

ふ

」

(
八

三

頁
)
時
の
こ
と
と
な

っ
て
い
る
・
巻
四

の
㈹
働
⑳
⑳
に
つ
い
て
は
・
全
集
本
に

…
見
え
な
い
・
巻
五
の
協

の
大
要
は
・
全
集
本
に
お
い
て
も
大
差
は
な
い
・
⑳
の
・

砿

が
自
分
の
素
姓
を
明
か
す
所
は
・
全
集
本
で
は
・
㈱
に
該
当
す
る
離

と
な
り
・

一一
し
か
も
、
そ
の
素
姓
の
説
明
は
市
役
所
本

の
方
が
詳
細
で
あ
る
点
、
筋
を
や
や
異

一
に
す
る
。
巻
六
の
伽
㈱
⑳
⑳

に
つ
い
て
は
㈱
を
除
い
て
・
全
集
本
の
内
容
と
ほ
と

一
ん
ど
異
同
は
な
い
。
た
だ
、
⑳
の
、
鉢
が
空

へ
飛
び
去
る
こ
と
は
全
集
本
に
見
ら

一
れ
な
い
。
巻
七
の
⑳

に
つ
い
て
は
全
集
本
も
大
差
が
な
い
が
、
⑬
に
つ
い
て
は
右

」

に
述

べ
た

よ

う

な

異

同

が
あ

る
。

e①

⑳

勧

は

小

異

は

あ

る

が
、

大

筋

は

ほ

と

ん

ど

異

同

が
な

い
と

考

え

ら

れ

る
。

以

上

、

検

討

し

た
結

果

を

表

示
す

る
と

、

次

の
よ

う

に
な

る

で
あ

ろ

う

。
◎

は

ほ

と

ん

ど

異

同

が

な

く
、

○

は

や

や
異

同

が

あ
り

、

ま

た

、

×
は
異

同

が

あ

る

(
全

集

本

に
は

記

事

が

な

い

。
)

こ
と

を

、

そ

れ

ぞ

れ

示
す

。

市
役
所
本

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

巻

巻

二

巻

三

　

　

　

 

㈲

㎝

⑧

面

[⑩

ω

ω

㈲

ω

⑮

⑩

⑰

全
集
本

○
…○
豆

◎
×

×

×

×

◎

○

×

×

・
○

○

◎

○

○

市
役
所
本

巻

四

i
「

巻

五

巻ー

⊥
ノ＼

港
ヨ
ー

障

⑳

七

胸

㈲

⑳

⑳

⑳

㈱

⑳

(25)

(26)

伽

(28)

(29)

(30)

㈱

(33)

 

全
集
本

×
[×
…
×
区

◎
一〇
亙

◎
互

◎
　◎

◎
δ

δ

一〇

P

こ
の
表
に
よ
り
、
市
役
所
本

・
全
集
本
の
内
容
を
再
検
討
す
る
と
、
大
体
、
市

役
所
本
巻

一
・
巻
二
に
見
え
る
、
芦
屋
長
者
に
関
す
る
詳
細
な
記
事
、
巻
二
に
見

え
る
、
姫
に
対
す
る
観
音
の
夢
告
に
関
す
る
記
事
、
巻
二

・
巻
三
に
お
け
る
、
後

妻
浅
路
を
中
心
と
す
る
木
津
渡
し
場
の
騒
動
な
ど
の
怪
異
な
事
件
に
関
す
る
記
事
、

巻
四
に
見
え
る
、
浅
路
の
行
状
に
関
連
す
る
首
無
し
地
蔵
尊
の
由
来
、
乳
母
お
こ

ん
に
関
す
る
記
事
、
な
ど
が
全
集
本
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、

市
役
所
本
に
見
え
る
照
見
の
辞
世
の
歌
に
該
当
す
る
歌
が
、
全
集
本
に
、

さ
し
も
草
深
く
そ
頼
む
観
世
音
誓
ひ
の
ま
ま
に
い
た
だ
か
せ
ぬ
る
(七
八
頁
)

と
あ
る
が
、
「
誓
ひ
の
ま
ま
に
」

を
説
明
し
得
る
記
事
が
見
ら
れ
ず
、

僅
か
に
御

巫
本
に
、
姫
君
が
長
谷
観
音
の
申
し
子
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
、
ま
た
、
姫
君
が
七

歳
に
な
れ
ば
観
音
よ
り
賜
わ

っ
た
箱
と
鉢
と
を
姫
君
に
か
ぶ
せ
よ
、
と
い
う
夢
告

の
あ

っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
、
市
役
所
本
の
方
が
御
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巫
本
と
同
じ
く
、
全
集
本
よ
り
も
き
わ
め
て
合
理
的
で
あ

っ
て
、
逆
に
、
全
集
本

に
は
改
悪
の
匂
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
も

っ
と
も
、
御
巫
本
に
つ
い
て
は
、
松

本
氏
が
、

観
音

へ
の
申
子
の
場
面
は
、
当
時

の
同
類
の
物
語
に
は
き
わ
め
て
類
型
の
多

い
常
套
的
な
趣
向
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
場
面
が
無
く
と
も
、
読
者
は
さ
し
て

理
解
に
苦
し
ま
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
と
も
考
え
ら
れ
、

御
巫
本
の
形
は
、

「
さ
し
も
ぐ
さ
」
の
歌
に
よ

っ
て
導
き
出
さ
れ
た
増
補
と
見
る
こ
と
も
可
能

(
一
五
)

で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
市
役
所
本
も
御
巫
本
と
同
じ
く

一
種
の
増

補
本
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
私
は
す
で
に
前
掲
拙
稿
に
説
い

た
通
り
、
市
役
所
本
は
寝
屋
長
者
伝
説

に
加
筆

・
潤
色
し
た
も
の
を
祖
本
と
し
て

作
ら
れ
た
本
で
あ

っ
て
、
大
筋
に
お
い
て
は
、
伝
説
の
原
型
と
あ
ま
り
大
差
が
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
先
に
触
れ
た
ご
と
く
、
市
役
所
本

に
は
、
初
瀬
姫
の
家
か
ら
追
放
さ
れ
、

捨
て
ら
れ
る
場
所
が

「
打
上
村
四
辻
」

(八
五
八
頁
)
「
打
上
坂
」
(八
五
八
頁
)
と

な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
全
集
本

に
は

一,あ
る
野
の
中
の
四
辻
」
(八

一
頁
)
と

記
す
だ
け
で
あ
る
が
、
普
通
名
詞
と
し

て
の

「
四
辻
」
に
姫
を
捨
て
る
理
由
が
明

白
で
な
い
。
そ
の

「
四
辻
」
が
、
姫
を
路
頭
に
迷
わ
せ
る
に
は
最
適
の
場
所
と
考

え
ら
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
む
し
ろ

「
あ
る
野
の
中
」
だ
け
に
限

る
方
が
よ
り
効
果
的
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
た
が

っ
て
、
「
四
辻
」
は
、

固
有
名

詞
と
し
て
の
地
名

「打
上
村
四
辻
」
で
あ

っ
て
こ
そ
写
実
的
で
あ
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
全
集
本
は
市
役
所
本
よ
り
改
悪
的
と
言
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

他
、
市
役
所
本

に
、
山
蔭
三
位
中
将
の
四
男
宰
相
が
初
瀬
姫
の
美
し
い
容
姿
を
讃

え
、
か
つ
て
嵐
山
に
遊
ん
だ
時
に
出
逢

っ
た
か
わ
い
ら
し
い
幼
女
と
似
て
い
る
こ

と
を
語
る
場
面
が
あ
る
が
、
全
集
に
は
、
宰
相
が
御
室
の
院

へ
花
見
に
行

っ
た
時
、

「
貴
賎
群
集
し
て
、
門
前
に
市
を
な
し

つ
れ
ど
も
、
そ
の
時
に
も
、
こ
の
鉢
か
つ

き

ほ

ど

の
人

は

な

し

、

い
か

に

思

ふ

と

も

、

こ

の
人

を

見

捨

て

が

た
く

や
思

は

れ

け

る

。
」

(
八

七

・
八

八

頁

)

と

あ

り

、

嵐

山

に
お

け

る
話

が
異

な

っ
て

い

る
。

し

か

し

、
市

役

所

本

で

は

、
宰

相

の

話

の

直

後

に
、

初
瀬

姫

が
過

去

を

述

懐

し

て
、

十

三

歳

の
時

に

母

に
添

わ

れ

て

嵐

山

に
行

っ
た

こ

と

を

述

べ
て

い

る

か

ら
、

嵐

山

に

お

け

る
宰

相

の
体

験

と

よ

く

調

和

を

保

っ
て
い

る

わ

け

で

あ

る

が
、

全

集

本

に

は

、

わ

ざ

わ

ざ

「
御

室

の

院

」

が

使

用

さ

れ

て

い
る

た

め

読
者

に
対

し

て

、
言

わ
ば

き

わ

め

て

唐

突

感

を

起

さ

し

め

る

よ

う

で
あ

る

。

し

た

が

っ
て

、

全

集
本

に

お

い

て

は

、

御

室

の

院

の

一
件

は

や

は

り

改

悪

と

言

え

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。右

の
よ

う

に

僅

か

な

例

で
は

あ

る

が

、
全

集

本

に
は

、

構

想

上

の

破

綻

と

見

な

し

得

る

箇

所

が

あ

る

か

ら

、

ど

う

し

て
も

、

全

集

本

の
原

拠

と

な

っ
た

伝

説

が

存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
ー

そ
れ
が
寝
屋
長
者
伝
説
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
ー

と
と
も
に
、
そ
の
改
作
は
き
わ
め
て
不
合
理
に
行
わ
れ
た
と
見

る

こ

と
も

で
き

る

で
あ

ろ

う

。

し

た

が

っ
て

、
市

役

所

本

に
あ

っ
て
全

集

本

に
な

い
記

事

は

、

本

来

、

存

在

す

べ
き

も

の

と
考

え

ら

れ
、

こ

れ
を

除

外

し

て

い
な

い

市

役

所

本

こ

そ
伝

説

の
原

型

を

保

持

し

て

い

る
も

の

と
瓜

わ

れ

る

の

で
あ

る

。

(四

)

構
想
と
は
直
接
関
係
は
な
い
が
、
参
考
ま

で
に
、
以
下
、
詩
歌
の
異
同
に
つ
い

て
述

べ
て
お
こ
う
。

市
役
所
本
に
は
、
歌
が
全
部
で

一
九
首
、
漢
詩

一
編
数
え
ら
れ
る
が
、
全
集
本

に
は

一
六
首
の
歌
が
見
ら
れ
る
。
今
、
両
者
同

一
と
見
な
す
べ
き
も
の
を
対
照
す

る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
市
役
所
本
巻
二

さ
し
も
草
ふ
か
く
そ
頼
む
観
世
音
誓
い
の
ま

＼
に
い
た
だ
か
せ
つ
つ

(
八
四
九
頁
)
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全
集
本

さ
し
も
草
深
く
そ
頼
む
観
世
音
誓
ひ
の
ま
ま
に
い
た
だ
か
せ
ぬ
る

(
七
八
頁
)

②
市
役
所
本
巻
三

野
の
末
の
道
ふ
み
わ
け
て
い
つ
く
と
も
さ
し
て
行
き
な
ん
身
と
は
思
は

ず

(
八
五
五
頁
)

全
集
本

野
の
末
の
道
踏
み
分
け
て
い
つ
く
と
も
さ
し
て
行
き
な
ん
身
と
は
思
は

ず

(
八

一
頁
)

③
市
役
所
本
巻
三

河
岸
の
柳
の
糸
の

}
筋
に
思

ひ
き
る
身
を
助
け
給

へ
よ

(八
五
五
頁
)

全
集
本

河
岸
の
柳
の
糸
の

一
筋

に
思
ひ
き
る
身
を
神
も
助
け
よ

(
八
二
頁
)

④
市
役
所
本
巻
三

川
浪
の
底
の
藻
く
ず
と
し
づ
め
か
し
な
ど
ふ
た
た
び
は
浮
き
上
り
け
ん

(
八
五
五
頁
)

全
集
本

河
波
の
底
に
こ
の
身
の
と
ま

れ
か
し
な
ど
ふ
た
た
び
は
浮
き
あ
が
り
け

ん

(
八
二
頁
)

⑤
市
役
所
本
巻
五

く
る
し
き
は

折
た
く
柴
の
夕
煙
浮
身
と
と
も
に

立
ち
や
き
え
ま

し

(
八
六
四
頁
)

全
集
本

苦
し
き
は
折
り
焚
く
柴
の
夕

煙
憂
き
身
と
と
も
に
立
ち
や
消
え
ま
し

(
八
五
頁
)

⑥
市
役
所
本
巻
五

松
風
の
空
ふ
き
は
ろ
ふ
よ
に
出
で
て
さ
や
け
き
月
を
い
つ
か
詠
め
ん

(
八
六
四
頁
)

全
集
本

松
風
の
空
吹
き
払
ふ
世
に
出
で
て
さ
や
け
き
月
を
い
つ
か
な
が
め
ん

(
八
六
頁
)

⑦
市
役
所
本
巻
五

人
は
い
さ
思
ひ
や
す
ら
ん
玉
か
づ
ら
面
か
け
に
の
み
い
と
ゴ
絶

へ
な
ん

(
八
六
六
頁
)

全
集
本(該

当
歌
な
し
)

⑧
市
役
所
本
巻
五

い
つ
の
間
に
う
つ
ろ
ふ
色
の
つ
き
ぬ
ら
ん
君
が
宿
に
は
花
ぞ
あ
り
け
ん

(
八
六
六
頁
)

全
集
本(該

当
歌
な
し
)

⑨
市
役
所
本
巻
五

野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
な
り
て
山
な
ら
ば
雲
間
を
出
て
君
と
住
み
な
ん

(
八
六
六
頁
)

全
集
本(該

当
歌
な
し
)

⑩
市
役
所
本
巻
五

苦
し
き
は
折
た
く
柴
の
夕
煙
り
恋
し
き
か
た
へ
な
ど
な
び
く
ら
ん

(
八
六
七
頁
)

全
集
本

苦
し
き
は
折
り
焚
く
柴
の
夕
煙
恋
し
き
方

へ
な
ど
な
び
く
ら
ん

(
九

二
頁
)
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⑪
市
役
所
本
巻
五

君
来
る
と
つ
づ
の
ま
く
ら
や
呉
竹
の
な
ど
ふ
し
多
き
ち
ぎ
り
な
り
け
ん

(
八
六
七
頁
)

全
集
本

君
来
ん
と
黄
楊
の
枕
や
笛
竹

の
な
ど
節
多
き
契
り
な
る
ら
ん

(
九
三

頁
)

⑫
市
役
所
本
巻
五

幾
千
世
を
ふ
し
添
ひ
て
見
ん
く
れ
竹
の
ち
ぎ
り
は
絶
え
じ
つ
げ
の
ま
く

ら
に

(
八
六
七
頁
)

全
集
本

幾
千
代
と
臥
し
添
ひ
て
見
ん
呉
竹
の
契
り
は
絶
え
じ
黄
楊
の
枕
に

(九
三
頁
)

⑱
市
役
所
本
巻
五

人
ま
ち
て
う
い
の
空
の
み
詠
む
れ
ば
つ
ゆ
け
き
袖
に
月
ぞ
宿
れ
り

(
八
六
七
頁
)

全
集
本

人
待
ち
て
上
の
空
の
み
な
が
む
れ
ば
露
け
き
袖
に
月
ぞ
宿
れ
る

(九

四
頁
)

⑭
市
役
所
本
巻
六

我
思
ふ
心
の
内
は
わ
き
か

へ
る
岩
間
の
水
に
た
ぐ

へ
て
も
見
よ

(
八

六
九
頁
)

全
集
本

君
思
ふ
心
の
う
ち
は
わ
き
か

へ
る
岩
間
の
水
に
た
ぐ

へ
て
も
見
よ

(
九
七
頁
)

⑮
市
役
所
本
巻
六

よ
し
さ
ら
ば
野
辺
の
草
と
も
な
り
も
せ
で
君
を
露
と
も
と
も
に
消
え
な

ん

(
八
六
九
頁
)

全
集
本

よ
し
さ
ら
ば
野
辺
の
草
と
も
な
り
も
せ
で
君
を
露
と
も
と
も
に
消
え
な

ん

(九
八
頁
)

⑯
市
役
所
本
巻
六

春
は
花
夏
は
た
ち
ば
な
秋
は
月
い
つ
れ
の
露
に
を
く
も
の
ぞ
う
き

(
八
七
三
頁
)

全
集
本

春
は
花
夏
は
橘
秋
は
菊
い
つ
れ
の
露
に
置
く
も
の
ぞ
憂
き

(
一
〇
五

頁
)

⑰
市
役
所
本
巻
六

後
い
と
も
君
の
め
ぐ
み
に
さ
そ
わ
れ
て
雲
井
に
照
ら
す
月
の
さ
や
け
さ

(
八
七
四
頁
)

全
集
本(該

当
歌
な
し
)

⑱
市
役
所
本
巻
⊥ハ

ソ
ム

後
宴
地
白
樹
棲
レ梢
二

沿
露
無
声
聞
二枝
根
一ニ

今
夜
月
明
人
倍
進

不
レ知
秋
思
有
二誰
家
一

全
集
本(該

当
漢
詩
な
し
)

⑲
市
役
所
本
巻
七

い
と
ゴ
し
く
道
行
く
か
た
の
水
上
に
清
き
流
れ
に
う
つ
る
面
か
げ

(
八
七
八
頁
)

全
集
本(該

当
歌
な
し
)

⑳
市
役
所
本
巻
七
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頼
み
て
も
な
お
甲
斐
あ
り
や
観
世
音
二
世
あ
ん
ら
く
の
誓
い
の
ま
ま
に

(八
八
〇
頁
)

全
集
本

頼
み
て
も
な
ほ
か
ひ
あ
り
や
観
世
音
二
世
安
楽
の
誓
ひ
聞
く
に
も

(
一
〇
九
頁
)

市
役
所
本
に
見
え
る
右
の

一
九
首

の
歌

の
在
所
を
整
理
す
る
と
、

一
巻

名

巻

「
--1

巻

二

巻

三

巻

四

巻

五

巻

六

巻

七

歌

数

1

-
一-
,

○

三

○

九

一

四

一

の
ご
と
く
で
あ

っ
て
、
歌
が
巻
五
に
集
中

的
に
見
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
、
巻
五

が
宰
相
と
初
瀬
姫
と
の
恋
愛
を
記
す
巻
で
あ
る
か
ら
で
、
内
題
に

「宰
相
殿
に
は

和
歌
の
事
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
全
集
本
に
は
、
市
役
所
本
巻
六

に
含
ま
れ
て
い
る
、
⑭
と
⑮
と
の
問
に
、

わ
が
思
ふ
心
の
う
ち
も
わ
き
か

へ
る
岩
間
の
水
を
見
る
に
つ
け
て
も

(九

七
頁
)

ま
た
、
同
じ
く
⑮
と
⑯
と
の
間
に
、

道
の
辺
の
萩
の
末
葉
の
露
ほ
ど
も
契
り
て
知
る
ぞ
わ
れ
も
た
ま
ら
ん

(九

八
頁
)

の
歌
が
入

っ
て
い
る
。

(
五
)

市
役
所
本
は
、
全
集
本
な
ど
の
御
伽
草
子

「
鉢
か
づ
き
」
と
比
較
し
て
、
構
想

上
、
大
き
な
異
同
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
寝
屋
地
方
に
根
ざ
し
た
民
間
伝
承
が
物
語

の
背
景
と
な

っ
て
い
る
、
す
こ
ぶ
る
異
色

あ
る
作
品
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

芦
屋
長
者
や
後
妻
浅
路
を
中
心
と
す
る
事
件
や
記
録
な
ど
は
、
や
や
微
に
入
り
細

を
う
が
ち
す
ぎ
た
た
め
に
、
か
え

っ
て
物
語
の
本
筋
か
ら
逸
脱
し
、
饒
舌
と
の
誘

り
を
蒙
む
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
か
か
る
文
献
が

「
鉢
か
づ
き
」
を
始
め
と
す
る
御
伽
草
子
研
究
者
の
目
に
も
ほ
と
ん
ど
触
れ
ず
、

長
年
、
ひ
そ
か
に
役
場
や
市
役
所

に
眠

っ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
珍
し
く
、
さ
ら
に
、

こ
れ
を

「寝
屋
川
市
誌
」
に
活
字
翻
刻
さ
れ
た
寺
前
氏
の
御
英
断
に
対
し
て
は
、

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
こ
こ
に
大
き
な
拍
手
を
お
送
り
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

(

一
)

((((

LL四 三 二
uuuu

 

(
六

)

(
七

)

(
八

)

(
九

)

注

「
御
伽
草
子
本
文
に

つ
い
て
(
二
)～

鉢
か
づ
き
の
草
子
ー

」
(
「
斯
道
文
庫

論
集
」
第
三
輯

、

昭
和
三
十
九
年
三
刀

)
・
「
民
間
説
話
系

の

室
町
時
代
物

語

-t

『
鉢
か
づ
き
』
『
伊
豆
箱
根

の
本
地

』他
ー

」
(
「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
ヒ

輯
、

昭
和
四
十
三
年
)
。

「
塩
尻
」
巻
之
三
十
九
。

前
掲

「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
七
輯
所
載
論
文
。

昭
和
四
十
九
年
九
月
刊
。

「
北
河
内
郡
史
蹟

史
話
」
の
誤
り
か
、
引
用

の
誤
り
か
、
は
不
明
で
あ
る
が
、

こ
の
要
旨

の
内
容

の
中

に
、
初
瀬
姫
が

「
山
陰
中
納
言
の
室
と
な

っ
た
」
と
あ

る
の
は
、
「
山
蔭
中
納
言
の
四
男
宰
相
の
室
と
な

っ
た
」

と

訂
正
す

べ
き

で
あ

る
。

七
巻
七
冊
本

で
、
外
題

の
表
記
は
各
冊
に
よ
り
小
異

の
見
ら
れ
る
も
の
が
あ

る
。

当
時
、
「
寝
屋
川
市
誌
」

編
集
委
員
で
あ
り
、
現
在
、

同
市
教
育
委
員
会

に
勤

務
さ
れ
る
郷
土
史
家
、
寺
前
治

一
氏

の
お
仕
事

に
ょ
る
と
か
い
う

こ
と
で
あ
る
。

以
下

、
「
市
役
所
本
」
と
呼
称
す

る
。

「
寝
屋

川
市
誌
」

の

「
寝
屋
長
者
鉢
か
づ
き
」

の

「
解
説
」
に
は
、
「
『
鉢
か
づ

き
』
は
種

々
な
形

で
出
版
さ
れ
、

題
名
も

『
寝
屋
長
者
鉢
被

記
』
門
絵
入
は
ち

か

つ
き
物
語
』

『
は
ち
か

つ
き
物
語
』
な
ど
あ
り
、

内
容

・
筋

に
大
き
な
差
は
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(
一
〇

)

(
二

)

(
一
二
)

(
一
三

)

(
一
四

)

(
一
五

)

認
め
ら
れ
な

い
が
、
と

こ
ろ
ど

こ
ろ
に
相
違
が
あ
る
。
写
本
と
し
て
流
布
さ

れ

た

の
で
、
筆
者
が

そ
れ

に
加
筆

・
潤
色
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
」
(
八
三
七

頁
)
と
見
え

る
が
、
私
は
、
む
し
ろ
、
寝
屋
長
者
伝
説

に
加
筆

・
潤
色
し
た
も

の
を
祖
本
と
し

て
完
成
さ
れ
た

の
が
こ
の
市
役
所
本
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思

っ
て
い
る
。

拙

稿

「
御
伽
草
子

『
鉢
か
づ
き
」
の
変
装
趣
向
と

そ
の
原
拠

」
(
「
奈
良
大
学
紀

要
」
第

四
号
、

昭
和

五
十
年
十

二
月
)
。

市
役
所
本
は
、
便
宜
上
、
前
述

の

「
寝
屋
川
市
誌
」
所
載

「
寝
屋

長
者
鉢
か
づ

き
」
を

使
用
す

る
。

巻
二
以
下
、
す

べ
て
内
題
と
考
え
て
差
支
え
な

い
標
題
が
あ
る
。
前
掲
拙
稿

に

は
、
「
内
題
も
な

い
」
と
記
し
た
が
、
今

、
訂

正
す
る
。

以
下

、
日
本
古
典
文
学
全
集

「
御
伽
草
子
集
」
所
収

「
鉢

か
づ
き

」
を
使
用
し
、

「
全
集
本

」
と
呼
称
す

る
。

㈱
で
は
、
姫

の
素
姓
は
自
然

に
判
明
す

る
と

い
う
内
容

に
な

っ
て
い
る
。

「
注

一
」
の

「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
七
輯
所
載
論
文
。

付
記
ー
i

寝
屋
川
市
役
所
本

の
再
調
査
に

つ
い
て
は
、
寺
前
氏
を
は
じ
め
同
市
役
所

の
関

係
職
員
各
位

に
多
大

の
御
配
慮
を
恭
う
し
た
。

こ
こ
に
特
記
し
て
深
謝
申

し
上
げ

る
次

第

で
あ
る
。

9
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AStudy onthePlotof"Kawachi-no-kuni,

Neya-no-choja,Hachi-no-ki"

Katanogori,

‐LayingstressonthedifferencefromOtogi-zoshi"Hachikazuki"‐

HiromichiSuzuxl

Summary

IamgoingtoconsiderlayingstressonthedifferencefromOtogi‐zoshi"Haclli-

kazuki"abouttheplanof"Kawachi-no-kuni,Katanogori,Neyano-choja,:Hachi-

no-ki",oneofthebookswhicharekeptintheNeyagawacityhall,whichorigi-

patesinthelegendofNeya-no-choja.

TherearesevenbooksinthebooksofNeyagawacityhallandtheyarealso

sevenvolumes.Vol.Ihasatitle"Neva-no-chojaHachikazukijo(introduction)"and

thecontentsextendingaboutfivesectionsaredescribed.Inallthevolumesunder

Vol.2,thethemesofthepartsarespecified;

Vol.2,"Ashiya-no-chojakakuru-tokoro-no-mono-no-koto,andChotayuoyako

byoshiTerumibyohatsu-no-koto."

Vol.3,

Vol.4,

Vol.5,

Vol.6,

Vol.7,

``N
eya-no-ch6ja.OttoKizunanju-no-koto,Hachikazuki-himeoiidasare

kannan-no-koto."
"Kubi -nashi-jizosonyurai-no-koto ,andrnenotoOkon-donoyashiki-

no-ki."
"Hatsuse -himeyudonobantonari-sagaruoSaisho-dononiwawaka-

no-koto."
"Kazukishihachionozukarashometsusurukotoandyomekurab

e

shoretsu-no--koto."
"Saisho -donokatokusozoku-no-kotoandHatsuse-himejippuSanetaka

gotaimen-no-kotoandmama-hahaAsajinariyuki-no-koto."

Theaboveallvolumesshowtheeachcontent.

Thesecontentscanbedividedintoaboutthirty-threesections,butwhenwe

comparethemwiththecontentsofOtogi-zoshi"Hachikazuki",theninesections

havealmostnodifference,thefourteensectionsofthemhavealittledifference,and

thetensectionshaveagreatdifference.Andthesectionswhichhavedifference

canbeseenmainlyintheeventsandtherecordslayingstressonAshiya-no-choja

andthesecondwife,Asaji,anditseemsthattheyratherdeviatefromthemain

lineofthetale.Thevaluableliteraturelikethisistheonethattheinvestigators

of"Hachikazuki"shouldneverfailtoreadatanyrate.


